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「一閑張」は、紙張りの木地か、和紙を

張り重ねた「張り抜き」に漆を塗ったも

の。寛永年間（1624-44）ごろ、わが国

に帰化した中国・明人の飛来一閑が広

めた技法と言われている。

近年は、竹で編んだかごなどに、和紙

を張り、漆や柿渋を塗って強度をつけ

たお盆やかごなどの民芸品も各地で作

られている。

金介さんは元々、京都で人形台に和紙

を張る仕事をしていた。ある日、息子

の豊さんが工作で紙ひもを使っている

のを見て「これは何かに生かせる」とい

うインスピレーションがわいた。

ものづくりが大好きなことから、紙ひ

もを使った創作に熱中した。

試行錯誤の

結果、紙ひ

もでかごを

編み、和紙

を張るオリ

ジナルの「近

江一閑張」を

生み出した。

紙ひもと和

紙の相性が

良く、強度

が増し柔軟

なため、自由自在に形

作ることもできる特長

がある。

「固定概念にとらわれず、

自由な気持ちで一閑張

に取り組んだのがよかっ

たのかも知れません」と

金介さん。

息子の豊さんは学校卒業後、いったん

サラリーマンになったものの、親譲り

の「ものづくり大好き人間」だと気が付

き、父の仕事を手伝うようになった。

２人で仕事をす

るには作業場が

手狭で、88（昭和

63）年、京都か

ら現在の湖南市

へ移った。

「自然が多く残る

湖南市には、我々

と同じように京都、

大阪から移り住み、

創作活動にがん

ばる作家さんが少なくありません。何

かと刺激になります」と、豊さん。

かごなどだけでなく、花器や照明器具、

カバンなど、新たな分野にも挑戦し

ている。

意気込み良くスタートしたものの、「こ

れは一閑張ではない」という厳しい

指摘も受けた。

だが、丈夫でさまざまな形を楽

しめる近江一閑張の人気は高ま

り、現在は、全国の百貨店で行

われる職人展にも出展したり、

ネット販売も増えたりしている。

県内ではロイヤルオークホテルの売店

で滋賀の民芸品として紹介されている。

「父には、これからも元気でものづく

りを楽しんでほしい」と豊さん。

父親の金介さんも「近江一閑張にはま

だまだ多くの可能性があります。今後

は家具作りなどにも応用してみたい」

と意欲を燃やしていた。　　（取材・福本）
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